
「根っ子の会」活動記録（第 3回 鳥の観察会） 

2010.11.23 森 

日 時：2010.11.23（火） 9 時 30 分～12 時  天気：小雨 

講 師：平岡 考氏（山階鳥類研究所） 

出席者：石堂 蒲倉 菊池 佐藤(敬) 田中 松井 綿貫 三嶋 

市川 児玉 染谷  三末 外山   計 14 名 

1）樹上にアオサギが留まっていた。全長 90cm、翼開張 160cm 程度の大きな鳥で、青み

がかった灰色の羽毛で被われている。 

2）コサギはよくみられる。全長 60cm 程度の小さめなサギで足の先が黄色で嘴が黒い。 

3）ヒヨドリは公園で多くみられる。全長 27～28cm 

4）コゲラがいました。15cm（スズメくらい）の大きさの小さなキツツキで、枯木に穴を

掘り、巣造りをする。枯木も必要。 

5）ササやヤブには、ウグイス・アオジ・シジュウカラやスズメなどがみられる。 

手入れをしないヤブも必要。 

6）アオバヅクやフクロウは近辺でみられることがあり、大木の洞に巣を造る。 

30cm くらいの小型のフクロウで昆虫類などの動物食。公園では見かけたことがない。 

7）オオタカが公園に時々飛来するが、餌を捕るためか、休息のためなのか？ 

営巣はしていない。オオタカが生きていくためには、オオタカの餌になる動物が住め

る環境が必要。そしてオオタカの餌になる動物が生きていくためには、そのまた餌に

なる動植物が繁殖できる環境が必要になる。つまり、オオタカを守るためには、それ

を支えている「生態系ピラミッド」全体を守る必要があるということ。 

7）コジュケイは小型のキジ類で体長は 25cm ほどで、公園で時々みかける。 

林の下生えや藪の中に潜み、あまり姿を見せない。 

8）セキレイが 3種類、ヨシ刈り後のところでみられた。セグロセキレイは日本固有。 

見られた鳥：アオサギ、コサギ、カルガモ、モズ、 
アオジ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、キセキレイ、 
カワラヒワ、ヒヨドリ、ハシブトカラス、メジロ、コゲラ、 
キジバト、ウグイス、カワウ  16 種 

アオサギ コサギ 


